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イが約 280 万人，シンガポールが約 100 万人，マレー
シアが約 85 万人と推定され（International Medical 
Travel Journal，2016），医療ツーリズムにおける 3 主
要国と位置付けられる。他方，日本の医療ツーリズムの
年間受入数は，2020 年に 43 万人を見込み，東南アジア
諸国に比べると，その活動はまだ緒に就いたばかりであ
る（日本政策投資銀行，2010）。また，医療ツーリズムの
世界的な市場規模は，2012 年時点で 1 千億ドル（約 113
兆円）と試算され，2020 年時点での日本国内の市場規模
は約5,500億円と推定される（日本政策投資銀行，2010）。 
表 1 医療ツーリズムの受入数（2015 年実績） 
タイ 約 280 万人 
シンガポール 約 100 万人 
マレーシア 約 80 万人 
日本 ※43 万人 
【出所】International Medical Travel Journal（2016），












































































































































































































る一人当たり GDP の上昇を目指す。2011 年，医療滞在
ビザの運用が開始され，本格的に医療ツーリズムがスタ
ートした。 
日本の民間系医療機関では，2009 年 8 月，亀田総合病
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